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１．はじめに  

 神奈川県の西部にある丹沢山系大山は山林がとても美しくモ

ミの木は国の天然記念物にも指定されている。また、阿夫利神

社下社からは大山名水が湧き出していて自然の豊かな所でもあ

る。週末や紅葉の時期には多くの登山者が訪れ大山の自然を楽

しんでいる。この大山でモミの木の立ち枯れが急増し始めたの

が１９６０年代であり、現在でも進行している。（図－１参照）

立ち枯れの原因は酸性雨の影響が有力であると指摘されている。

本報告では、大山に降る雨水の酸性度の状態と自然水（湧水、

渓流水）について調査・分析を実施した。 

２．調査方法と試験 

 調査では２００３年４月～１２月に掛けて毎月一

度採水等を実施した。（雨水については５月～１２月

まで毎月一度）大山は山頂の標高が１２５１ｍで丹沢

国立公園の最東端に位置する。追分から下社の間はケ

ーブルカーが走っていて下社から山頂まで登山道が

続いている。採水地点は大山ハイキングコース（阿夫

利神社下社～大山山頂～見晴台～二重の滝～大山寺

～ケーブルカー追分駅）に沿って自然水６箇所の地点

（大山名水、二重の滝、大山寺、弘法霊水、追分駅の

河川水、ケーブルカー駅下の河川水）と雨水１５箇所

の地点である（図－２参照）。自然水と雨水について

は水素イオン濃度（ｐＨ）と電気伝導度（ＥＣ）を測

定して酸性度と溶存イオン量の度合を調べた。またイ

オンクロマトグラフィーを用いて主要溶存化学成分

の組成評価を試みた。 

３．酸性雨の状況 

 ２００３年５月～１２月に掛けて１５箇所の地点

で毎月一度採水した雨水（ほぼ一ヶ月間に溜まった雨

水）について、月毎にまた地点毎に水質分析を実施し、

酸性雨の状況を簡易的に調べた。一般に酸性雨とはｐ

Ｈ５．６以下の降水を言う。図－３には各月毎のｐＨ

の比較と代表的な５月のＳＯ４とＮＯ３イオンの濃度

を示している。月毎では、５月には１０箇所、６と７ 
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図－１ モミの木の立ち枯れ状況 

図－２ 雨水と自然水の調査地点 



月には８箇所、８と９月には４箇所、１０と１１月

には１箇所でｐＨが５．６以下の酸性雨が観測

された。なお１２月は１５箇所の測定ではいず

れも確認をしなかった。また、ほぼ全ての地点

でＮＯ３
－とＳＯ４

２－が観測された。図－４には

代表的な４箇所の地点での各月毎のｐＨの推移

を示している。１５箇所の内、特に酸性雨の頻

度が多く観測されたのは５、６、７、１３、１

４、１５地点の６箇所であった。調査結果から、

５月から１２月に掛けて徐々に酸性雨の観測頻

度が減少する傾向にあることと採水地点により

酸性雨の観測頻度がかなり異なることがわかっ

た。 
４．自然水について 

 山腹・山麓を流れる大山川流域での６箇所の

自然水のｐＨは６．９４～８．９７範囲（平均

値７．４８）の弱酸性から弱アルカリ性を呈し、

ＥＣ値は４７～１１８µｓ／ｃｍ範囲（平均値８７µｓ／ｃｍ）

で溶存イオン量の少ない水質であることがわかる。図－５と６

には自然水のヘキサダイヤグラム（４と１２月の代表例）とト

リリニアダイヤグラムを示している。ヘキサダイヤグラムの形

状がほとんど同形であることから、６箇所の自然水は主要溶存

化学成分が類似したほぼ同水質の水と言える。そのためトリリ

ニアダイヤグラム上で水質タイプを分類すると、大山の自然水

はすべてＣａ－ＨＣＯ３型のアルカリ土類炭酸塩（Ⅱ型）に分

類されることがわかる。 

５．まとめ 

 本報告では、丹沢山系大山の酸性雨の状況と自然水の水質に

ついて若干の考察を加えた。酸性雨については、一時期ほど頻

度は高くないがｐＨ３台の雨水も観測される。今回の結果を１９９３年６月～１９９７年７月間に調査分析し

た過去のデータと比較検討し、どのように推移しているのかを調べ今後の調査に活かしたい。また、丹沢山系

大山では、今後も継続して降雨、湧水、土のモニタリングを実施していく予定である。 
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図－５ 自然水のヘキサダイヤグラム（4 と 12 月の代表例） 
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図－６ 自然水のトリリニアダイヤグラ

図－４ 地点 1,5,8,14 の雨水のｐＨ 
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図－３ 5,6,11 月のｐＨと 5 月のイオン濃度 
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